
    ３月の生活目標 「一年間のまとめをしよう」      生活指導主幹 矢島 直子 

 

 日に日に暖かくなり、外に出ると「気持ちがいい」と感じる日が続いています（花粉症の人は、気持ち良さを

感じることができないかもしれませんが・・・）。私の育った青梅では、梅の花が咲き始め、甘い香りが漂い、

春の訪れを感じさせてくれています。みなさんも、天気のよい日には外に出て、思い切り体を動かしましょう。 

さて、３月は１年間のまとめの月です。学習面では振り返りのためにテストなどが多くなります。間違えたと

ころ、分からなかったところはそのままにせず、直したり、もう一度考えたり、教えてもらったりすることが大

切です。生活面では、同じクラスの仲間と過ごす締めくくりの1か月となります。協力しあいながら、思い出に

残る楽しい学校生活を送らせてあげたいものですね。学習面、生活面ともに、ご家庭でのサポートが必要です。

ご協力をお願いいたします。 

 

 
 
 

３月 スタートへのゴール 
  校長 大島 晃 

こぶしの花が開花し、柔らかな春の日差しがうれしい季節となりました。先日の作品展、学校公開日には御多用

の中、多くの方に御参観いただき誠にありがとうございました。作品展については御感想をお書きいただくための

用紙を配布させていただきましたが、その中で、子どもたちの、そして私共教職員の励みとなる温かいお言葉を多

数いただきました。ごく一部ですが御紹介させていただきます。 

「体育館では美術館さながらの立体的な展示、装飾に目を奪われました。夢の広がる世界に足を踏み入れた感じ

でした。」、「限られた空間、材料、時間でよくぞここまで・・・と感心・感動しきりの作品展でした。」、「と

ても感動しました。泣きそうになりました。子どもたちの成長と、先生たちの子どもの成長を親に伝えたいという

気持ちが大変伝わりました。」、「どの学年もその学年らしく、その子らしさが作品にあらわれていてすばらしか

ったです。」、「子どもたちがのびのびと作品を作っているのが想像できました。」、「校庭の柳の木を表現した

ものや、年輪を表現したものは、学校や先生方、子どもたちの思いが詰まっていてすてきでした。」、「５０周年

に向けて、学校がひとつにまとまる感じがしました。」 

御感想を拝見しながら、子どもたち、教職員のみならず、保護者、地域の方々ともひとつになることができた作

品展であったと、とてもうれしく感じました。２年後もどうぞ御期待下さい。 

さて、平成３１年度も残り僅かとなりました。第６学年の教室前に掲示されているカウントダウンカレンダー

は、残り１６日を示していました。６年生には、十四小での６年間の思い出を胸に、自信と誇りをもって中学校へ

巣立っていってほしいと強く願っています。この３月はその年度のゴールの月であるとともに、次年度のスタート

を準備する月でもあります。各学年では、このまとめの時期を、一日一日大切に過ごしています。その中で教員が

大切にしていることは、１年間を振り返り、子どもたち自身に、自分の成長に気付かせることです。できるように

なったこと、強くなったこと、大きくなったことなど、子どもたち一人一人、心と体、学習面、生活面、様々に成

長があります。学習発表会をはじめ、授業において多く展開する発表の機会は、そこに気付かせるための手だてで

す。 

御家庭でもこの３月、春季休業日等も使って、子どもたちと一緒に、この１年間の成長を振り返っていただきた

く思います。そして、成長を認め、ぜひ褒めてください。この「褒める」ことについては大きく２つのパターンが

あります。「結果を褒める」ことと、「過程を褒める」ことです。大切にしたいのは「過程を褒める」ことです。

具体的に頑張っていた、努力していたことを褒めることが、次に生きる褒め方と言われています。しかしこのこと

は簡単ではありません。私自身分かってはいても、我が子に対しては、お恥ずかしながら上手くできたことがあり

ません。テストの点数や通知表の○の数という結果のみ見て、褒めたり、叱ったりしてしまい、後になって反省す

る・・・その繰り返しです。通知表を例に挙げれば、子どもからすれば、○の数で褒められても、何を頑張ったこ

とがよい結果につながったのか分かりません。同様に、○の数で叱られても、何の努力が足らなかったのか気付く

ことができません。担任が通知表に書く所見や、ノート等に記された学習の跡をヒントに、「過程を褒める」を実

践していただき、次年度の頑張る意欲につなげていただけたら幸いです。私も悔いることがないよう頑張ります。 

最後になりますが、この１年間、保護者、地域の皆様には「協働」の合い言葉の下、本校の教育活動に温かい御

理解と御支援を賜りましたことに感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 
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コミュニティ・スクール 

小平市立小平第十四小学校 
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始業式日程   

         教務部 ：坊本 朋久 

 

日時：平成３１年４月８日(月) 

８時１５分 クラス発表 

８時３０分 着任式・始業式 

※詳細は別紙お知らせをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

２月の活動より                        

大縄ギネス大会の様子 

日 曜 行事 

１ 金 保護者会(4･5･6年 15:00～) 

４年学習発表会                   ＳＣ 

２ 土                    

３ 日  

４ 月 お別れスポーツ大会（5･6年）5･6校時 

補習日（１年）クラブ活動最終 

５ 火 安全指導 3月 補習日（2～6年） 

                ＪＥＴ 

６ 水 午前授業    

７ 木 ６年生を送る会         ＡＬＴ 

８ 金 お楽しみ集会 

避難訓練３月(総合・火災)  

卒業式会場作り(5年１校時)       ＳＣ 

９ 土                  

10 日  

11 月  

12 火 読み聞かせ(朝)  

13 水 お別れ交流給食 十四小タイム 

14 木 保護者会（１年生）        ＡＬＴ 

15 金 ＳＣ 

16 土  

17 日  

18 月                   

19 火 卒業式予行 

(1～4年午前授業、5･6年 5･6校時) 

下校指導（1～4年） 

20 水 午前授業 給食終 通級指導終 

21 木 春分の日 

22 金 修了式(1校時) 安全指導(春休みの生活) 

23 土  

24 日  

25 月 卒業式 

26 火 春季休業日始 

～   

4/8 月 始業式 入学式 

３月の行事予定 
※ ＳＣ スクールカウンセラー勤務日 

ＪＥＴＪＥＴ勤務日、ＡＬＴＡＬＴ勤務日 

   

お別れ交流給食 

特別活動部：井上 朋美 

 

３月１３日(水)にお別れ交流給食を行い 

ます。１年間、きょうだい学級で交流して 

きたメンバーとの、最後の活動となります。 

一緒に遠足へ行ったり、楽しく遊んだりし 

てきたメンバーとお別れです。 

お別れ交流給食で一緒に食事をした後、十四小タイムを行い

ます。上級生は下級生に、下級生は上級生に、互いに手紙を送

ります。１年間の思いがこもった手紙は、感謝の気持ちであふ

れることでしょう。 

きょうだい学級の活動を通し、どの子も成長したことを感じ

ます。特に上級生は、活動内容を計画する力や下級生をまとめ

る力が付きました。異学年交流の大きな成果です。 

 

春休みの生活 

    生活指導主幹：矢島 直子 

 

春季休業日は次学年への大切な準備期間です。前学年の学

習を復習したり、部屋の片付けをしたり、短い期間ですがや

らなければならないことがたくさんあります。計画的に準備

を進められるといいですね。また、心の準備も大切です。「次

学年での目標」や「目標達成のための具体的な方策」を考え

ておくとよいでしょう。気持ちよく新年度がスタートできる

ように有意義な「春休み」を過ごしてください。 

 

愛のチャイム ３月３１日まで ４時３０分 

       ４月 １日から ５時３０分 

 

 

愛のチャイムが鳴ったら自宅に帰る約束になっています。

ご家庭でもご指導ください。 

 

愛のチャイム ３月３１日まで ４時３０分 

       ４月 １日から ５時３０分 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

     学校ボランティアより       学校支援コーディネーター世話人：菅野 成美 

梅の花があちこちでほころんでいます。春はすぐそこまで来ているんですね。さて、早いもので平成30年度最

後のご連絡となります。保護者の皆様におかれましては、今年度もボランティア活動にご理解・ご協力をいただき

ありがとうございました。来年度も引き続きご参加いただけると幸いです。 

 

3月のボランティア活動予定 

3月7日（木）お花植えボランティア・スキルアップ講座 10：00～12：00 

       卒業式に向けて寄せ植えを作ります。ぜひご参加ください！         

      ひょうたん池前集合です。※汚れても良い服装でお越しください。 

3月7日（木）図書環境整備 10：00～11：00 各階図書ブースの季節飾り変更。 

      2階、3階の渡り廊下で作業をします。 

3月12日（火）図書読み聞かせボランティア 8：30～9：30  

       朝の一斉読み聞かせの後の休憩所運営と情報整理。3階図書室にて。 

3月12日（火）図書環境整備ボランティア 9：30～12：00 学級文庫の回収・修繕等。 

       新年度に備え、一年間子どもたちに親しまれてきた学級文庫を回収し 

       時間があれば修繕もしておきたいと考えております。 

※ 毎年、特に人手を要する活動です。どうかご協力をお願いします！ 

 

ボランティアに関するお問い合わせはこちらまで ⇒ book14kodaira@gmail.com 

 

「うまく伝わっているかな」 ～気付くことからはじめよう～ 

特別支援教室くすのき：佐藤 善子 

 自分の気持ちを伝えたいけれどうまく言えない、言い過ぎてしまってしかられてしまうことがある等、友達との

やりとりでうまくいかなかった経験がある児童は多いと思います。くすのき教室では、「適切な自己表現」(アサー

ティブな自己表現)の大切さを学んでいます。人とやりとりするには、三つの話し方(コミュニケーション)があり

ます。 

 例えば、掃除をやっていない友達に対し 

              「きちんと掃除やれよ！」(攻撃的な自己表現) 

              掃除をやっていなくても何も言わない(非主張的な自己表現) 

             「一緒に掃除をしよう」(適切な自己表現) 

の三つの話し方を提示します。仮に、攻撃的な自己表現をイバッチさん、非主張的な自己表現をもじもじさん、適

切な表現をにこにこさんとします。自分は今どんな言い方しているかを考えさせると、大体の児童は、イバッチさ

んか､もじもじさんに手を挙げます。くすのき教室では、「気付き」を大切にしているので自分が今どんな言い方を

しているか気付けたことをまずは認めます。適切な自己表現は自分も相手も大切にできる表現の仕方です。適切な

自己表現の方法を知って、学校生活において円滑にコミュニケーションがとれるようになるといいです。 

       はばたけ！６年生          ６年担任：今富・川口  

 
卒業式までの登校日数はあと１６日となりました。６年生は最後の小学校生活を大事に過ごしています。 
４月の始業式から子どもたちは、少しずつ「十四小の顔」として成長してきたように感じます。学校全体で取り組

む「運動会」や「作品展」、学年で取り組んだ「移動教室」や「学習発表会」。一つずつの行事を乗り越える度に、頼
もしい顔になってきました。 
 みんなで知恵を出し合い、力を合わせることは大変なこともありました。でも、振り返ってみれば、不思議と楽し
かったこと、みんなで笑い合ったことばかりが思い出されます。きっと仲間がいたからこそ、大変なことも楽しく乗
り越えることができたのでしょう。 
 楽しかった十四小の思い出を胸に大きくはばたいてほしいと願っています。 
 今まで温かく見守り、支えてくださった保護者や地域の皆様、本当にありがとうございました。 

 

mailto:book14kodaira@gmail.com

